










































10 橋 本村 ・小山村の誕生

安土・桃山

1603                     1861

徳川家康江戸城        大 攻|

1646        橋 本村・小出村

命杏著ぷ 髭 ああ 跳慧↓どi鶴針齋 装 ブ需鸞 離 暫 難 挿 瑠 煮
淵野辺村、鵜野森村、上鶴問府の五か村、相模川に沿つて大島村、日
名村、当麻村、磯部村、上満村、下博村の七か村で、全部で12か 村
が記録されています。
このとき、期 |1沿いの村々は、徳川の直轄地、相籾 |1沿いは、内藤
清成、中段の上溝、下溝は、青山患成の領地とされました。
その後、慶長元年 (1596)に 大島村から上九沢村が分離し次に
正保 3年 (1646)に 、相原村が、上相原村、橋本村、小出村、
下九沢村に分村され、さらに、貞亨元年 (1684)に 上矢部新田が
誕生して、 17か 村になりました。
正保3年 に初めて、記録に橋本村、小山村の名前が出てきました

この橋本村、小山村は、明治21年 (1888)市 町村制が公布さ
れた翌22年 に橋本村、小山村は、相原村に吸収されました。
このとき他の村々も合併されて相模原は、相原村、露名村、大野村
大沢村、溝村、麻溝村、新磯村の7か村になりました。

橋本村、小山村ほ、正保3年 に誕生じ明治22年 までの243年 間存
続したことになります。
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